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このたび、「タンパク質の翻訳後修飾

の構造生物学研究」に対して平成23年

度日本薬学会学術振興賞を受賞いたし

ました。大変光栄に存じております。3

月末に静岡で予定されていた授賞式は、

あいにく震災の影響でとり行われな

かったのですが、日本薬学会からは立

派な盾と副賞をお送りいただきました。

生命体を構成しているタンパク質

分子の多くは、糖鎖修飾やユビキチン

化など多種多様な翻訳後修飾を経てそ

の物性・機能・運命が決定されていま

す。そのため、タンパク質の構造・機

能研究において、翻訳後修飾の問題を

避けて通ることはできません。しかし

ながら、翻訳後修飾は往々にしてタン

パク質の立体構造解析に困難をもたら

すため、構造生物学の研究課題として

積極的には取り扱われてきませんでし

た。私たちは、こうした状況のもとで
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このたび、「実験と理論による新規

ナノ炭素クラスター開拓の体系的研究」

に関して、筑波大学の赤阪健教授と共

に平成23年度科学技術分野の文部科

学大臣表彰・科学技術賞（研究部門）

を受賞しました。具体的な研究内容は、

光によるフラーレンの電子特性の制御

法の開発、金属内包フラーレンの分子

変換と機能化および材料化学への応用、

カーボンナノチューブの金属性と半導

体性の分離法の確立と導電性薄膜とし

ての活用等で、これらの学術論文の被

引用回数は4000を超えました。

2001年に分子研に着任して以来、「望

む構造、物性、機能をもつ分子を自在

に組み立てて思うように反応をさせる」

ため理論と計算およびコンピュータシ

ミュレーションに興味をもって研究を

行ってきました。このために、（1）量

子化学計算の高速化と高精度化、（2）

元素の特性を利用した新規分子の設計

と反応、（3）分子のサイズと形状が生

み出す機能性ナノ分子の開拓を研究の3

本の柱にして、実験グループとの共同

研究を重視してきました。このたびの

受賞で、理論・計算と実験のインター

プレイの研究成果が評価されたことを

特に嬉しく思っています。

理論・計算と実験のインタープレイ

は現在では当たり前になっていますが、

昔ははそうではありませんでした。理

論予測と実験が一致しない時には、理

論予測が間違っているとされました。

しかし、量子化学計算の高速化と高精

度化は、複雑な系の性質を高い信頼度

で理論予測できるようになっていま

す。また簡略化したモデル計算ではな

く、現実の系をそのまま扱えるように

もなってきています。このために、内

外の数多くの実験グループと共同研究

を実施してきました。我々の理論計算

と予測は信頼できると認められている

と自負しています。実験の強力で不可

欠なパートナーとなる分子理論と計算

法の開発を今後も目指しています。最

後に、研究室のこれまでの数多くのメ

ンバーの活躍と赤阪教授の研究グルー

プに深く感謝します。

（永瀬 茂　記）
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このたび、「アト秒精度の波束干渉技

術を用いた量子状態精密制御の研究」と

いう題目にて、平成23年度科学技術分

野の文部科学大臣表彰・若手科学者賞を

頂きました。分野の異なる人には、この

タイトルだけではどういう研究なのかな

かなか伝わらないと思うので、この場を

借りてもう少しわかりやすく説明します。

気相中の孤立二原子分子（実際用い

たのはヨウ素分子）に可視域の超短パル

スレーザー光を照射することで、その電

子励起状態中に振動固有関数の重ね合わ

せ（波束）を作ることができます。この

波束と呼ばれる状態は、時間の経過とと

もにその形を変え、ポテンシャル上を運

動します。この状態の分子に、もう一発

同じ超短パルスレーザー光を入射すると、

最初の波束と二発目のパルスで生成した

波束が重ね合わさって干渉が起こりま

す。これが波束干渉です。この波束の状

態の位相は、およそ2フェムト秒（1フェ

ムト秒=10-15秒）という短い周期で振

動しているので、二発目のパルスを入

射するタイミングを数十アト秒（1アト

秒=10-18秒）の精度で制御することで、

二つの波束間の相対位相を制御しながら

波の重ね合わせを作成することができま

す。波束に含まれる各振動固有状態はそ

れぞれに少しずつ異なる周期で振動して

いるため、波束間の相対位相を制御する

ことで、これらの状態毎に異なった「操

作」を施すことが可能となります。これ

までの私の研究では、こうした波束干渉

の様子を時空間で観測・制御することを

行ってきました。

このような技術は一般的にコヒーレン

ト制御と呼ばれ、化学反応の生成分岐比

制御や、分子や原子の量子状態を媒体と

した量子計算、量子情報通信などの分野

への応用が期待されています。最近、波

束干渉制御の手法をより複雑な固体凝縮

系に応用する研究を行っており、ようや

く結果が出始めたところです。今回の受

賞に驕ることなく、一方で自分の研究に

誇りと確固たるビジョンを持ちながら、

今後も研究を続けていきたいと思います。

最後になりましたが、分子研赴任以来、

一緒に研究を続けてきた大森教授、千葉

技術職員にこの場を借りて改めて感謝い

たします。

（香月 浩之　記）
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飾に着目し、その生物学的意義を高次

構造の観点から探究することに取り組

んできました。

私は、2000年3月（東京大学大学院

薬学系研究科在職中）に日本薬学会奨

励賞をいただきました。その受賞講演

後の質疑において、「今

後は何を目指すのです

か？」というご質問をい

ただき、「タンパク質を

修飾している糖鎖の機能

を構造生物学の観点から

明らかにしたいと考えて

います。」と答えました。

その後の10年間にわた

る名古屋市立大学薬学研

究科ならびに分子科学研

究所・岡崎統合バイオサ

イエンスセンターにおける研究活動を

通じて、この問題に対して私なりに取

り組んでまいりましたことが、このた

びの受賞というかたちで評価をしてい

ただいたものと思います。そのことを、

とても嬉しく思っております。そして、

研究を行ううえで苦楽をともにしてき

た両研究室の過去・現在のメンバーに

もあらためて感謝の意を表したいと思

います。

さて、受賞講演は延期になりましたの

で、今後何を目指すのかを公言する機会

もしばらくはなさそうで

す。当分の間は、言葉や

図譜で表現できないよう

な将来構想を自由奔放に

夢想する日々を楽しむこ

とができます。このたび

の受賞を機に、そのよう

な夢を馳せることができ

る環境を与えてくれる分

子研のありがたみをあら

ためて実感しています。

（加藤 晃一　記）
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2011年1月につくば市で開催された

第24回日本放射光学会年会・放射光科

学合同シンポジウムにおいて、「光電子

分光と光反射分光を組み合わせた強相

関電子系の研究」に関する業績により、

第15回日本放射光学会奨励賞を受賞い

たしました。本賞の歴代受賞者は、放

射光科学の第一線で活躍されている立

派な方々ばかりであり、このような栄

誉に浴することができましたことを大

変光栄に思います。

私はこれまでに、近年の物性物理学

において最も重要なテーマの一つであ

る強相関電子系の研究に取り組んでき

ました。特に、シンクロトロン放射光

を利用した「硬X線・軟X線光電子分光」

と「赤外－紫外光反射分光」による固

体電子状態の研究を推進してきまし

た。本賞では、（1）これら二つの手法

を相補的に組み合わせて新しい情報を

得るための方法論を確立したこと、及

び（2）超高圧力下における赤外分光法

を開発し、強相関電子系の研究に適用

したことを評価して頂きました。前者

では、Yb化合物の内殻光電子スペクト

ルに現れるサテライト構造を、光反射

スペクトルから得られるエネルギー損

失関数との比較によって解析するとい

う手法により、Yb価数を精密に決定で

きることを示し、これまでの価数評価

における問題点を解決しました。後者

では、常圧で単純なイオン性絶縁体で

あるYbSという物質に対して、10万気

圧を超える圧力を加えると、強相関金

属へと電子状態が劇的に変貌する様子

を観測することに成功し、その絶縁体

－金属転移のメカニズムを解明しまし

た。以上の研究成果は、いずれも近年

のシンクロトロン放射光を用いた実験

技術の発展によって初めて可能となっ

たものであります。

今後の研究としては、これまでに習

得してきた赤外線やX線を利用した実

験手法に、UVSORにおける真空紫外

線を用いた光電子分光という新しい“武

器”を追加することにより、赤外線か

らX線までの切れ目のない波長範囲の

光を駆使して、固体物理における謎に

挑み続けて行きたいと考えています。

なお、本賞には木村真一准教授にご

推薦頂きました。この場を借りて御礼

申し上げます。

（松波 雅治　記）

松波雅治助教に第15回日本放射光学会奨励賞

このたび“電子型の強誘電性に基づ

く有機伝導体の高い光学非線形性とそ

の超高速応答”に関する我々の研究論

文が第16回日本物理学会論文賞に選出

されました。共同研究者を代表して関

係者の方に厚くお礼申し上げます。

研究の発展は直感と食い違う現象か

ら始まることが多いかと思います。た

とえば、有機物は通常電気を流さない

ものだと考えられていますが、このよ

うな物質から伝導体を創成すると、他

の物質では観測できないさまざまな興

味深い性質が発現します。今回の研究

で、我々は、ある有機伝導体が金属絶

縁体転移に伴って強誘電体のように電

気分極することを光学第二高調

波の観測により明らかにしまし

た。このたびの賞は、以下に記

すようなこの実験結果の“意外

感”に贈られたものだと理解し

ています。

電気伝導体の伝導電子は結晶

中で非局在化していますが、研究対象

とした物質を含むある種の有機伝導体

では伝導電子が互いの間に働くクーロ

ン斥力により、結晶のような格子をつ

くって凍結してしまうことが指摘され

ていました。関連する物質は、条件に

よっては超伝導を示すものも多く、研

究者の注目はこの電子の結晶が伝導特

性にどのように寄与しているかという

ことに集まっていました。

一方、我々は、この電子の結晶化現

象によって電子密度が増大した部分と

減少した部分の間に局所的な電気分極

が発生することに注目しました。この

ような局所分極が方位をそろえて分布

しているならば結晶は強誘電的な電気

山本薫助教に第16回日本物理学会論文賞
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このたび、6月に大阪で開催された

第11回日本蛋白質科学会年会にて、「ガ

ングリオシドクラスターを舞台とする

アミロイドの構造転移と分子間相互

作用」の研究において、若手奨励賞を

受賞いたしました。この若手奨励賞は

2008年度から始まり今年で第4回とな

ります。表彰式は、懇親会の会場にて、

300名を超える懇親会参加者に見守ら

れる中行われました。講演発表以上に

緊張しましたが、多くの方に祝福して

いただき、とても光栄な時間でした。

私はこれまで一貫して、ガングリオ

シドクラスターに結合したアミロイド

ペプチドのNMR構造解析を通じて、ア

ルツハイマー病の原因解明を目指した

基礎研究に取り組んでいます。アルツ

ハイマー病などの神経変性疾患の発症

には、神経細胞膜上で分子集団（クラ

スター）を形成している糖脂質の存在

が深く関わっていることが明らかにさ

れつつあり、特に最近、神経系に豊富

に存在するGM1ガングリオシドは、ア

ルツハイマー病に関わるアミロイド 

というタンパク質の異常会合を引き起

こすことが注目されています。

私は、分子科学研究所の920 MHz高

磁場NMR計測を中心とする分光学的手

法を用いて、GM1ガングリオシドとの

相互作用を契機として促進されるアミロ

イドの重合に関する分子メカニズムを

明らかとしました。すなわち、GM1が

クラスター化することによりAの構造

変化と分子間相互作用を誘起するための

限定された空間を提供していることを示

すことができ、ガングリオシドクラス

ターを舞台とするアミロイド形成一般に

通ずる新規メカニズムを提起することが

できたと考えています。

このような研究成果に対して、今

回、このような素晴らしい賞を受賞す

ることができて大変嬉しく思っていま

す。本研究に対しご指導いただきまし

た加藤晃一教授をはじめ、共同研究者

の先生方に深く感謝いたします。

今後ともこの受賞を励みに、日々精

進し、多くの研究成果を残せるように

さらに頑張りたいと考えています。

なお、研究成果は分子科学研究所

ホームページ（http://www.ims.ac.jp/

topics/2010/110217.html）にも紹介

していますので、是非ご覧ください。

（矢木 真穂　記）

分極をもつはずです。電子が結晶化す

ることが事実であればこのような分極

の発現は予想できたはずですが、そも

そもが金属的な伝導性を示すような高

伝導性の物質であったため、結晶全体

が電気分極するとは想像しにくく、ま

してやそれによる機能性の発現は真剣

に検討されていなかったようです。実

際、関連する混合原子価錯体に対して

SHG測定がなされたのは、今回の研究

がはじめてでした。

通常の強誘電体は結晶中におけるイ

オンの変位によって分極していますが、

この塩ではその役割を電子が担ってい

ます。今後の研究では、このような新

しいタイプの強誘電体がもつ機能性の

探索が重要になるでしょう。“意外感”

の真価がこれから問われることになり

ますが、今後の研究の発展性でそれを

示していきたいと思います。

（山本 薫　記）

K. Yamamoto et al. J. Phys. Soc. Jpn. 77 

(2008) 074709.

矢木真穂研究員に第11回日本蛋白質科学会若手奨励賞

受 賞 者 の 声


